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⑦西賀茂・夜泣峠コース
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呂 飩 瑯

野 間 玄琢 1日 跡 ― 綿 子 池 旧跡 ― 薬 師 山 (―様 庵 )一正伝 寺
― 車坂 (高橋 )一 山 幸橋 ― 夜 泣 峠 入 日― 栗夜 叉 谷 分 岐 、

夜 泣 峠 一 二 の 瀬 駅 (叡 山 電 車 )一 出 町 柳 駅 ― (バ ス)一阪
急 河 原 町 駅

(10キ ロ ・一 方受向  3日寺間 10分
)

見 と こ ろ 京 都 市 内 の 四 条 大 宮 か ら玄 琢 行 の バ ス で

鷹 峰 の 源 光庵 前 で 下 車 。 島 原 の 名妓 吉 野 太 夫 の 寄 進 し

た吉 野 門 の あ る常 照 寺 か ら薬 師 山麓 の 一 様 庵 をた ず ね

て 足 を西 賀 茂 にむ け る。 西北 に は 、船 型送 り人 を と も

す 船 山 や血 天 丼 の あ る正 伝 寺 な ど あ ま り知 られ て ぃ な
い寺 院 が あ る。 田 園 風 景 を 自然 歩 道 は賀 茂 川 の 清 流 に

沿 って雲 ヶ畑 街 道 を歩 く。

夜 泣 山十́ ＼の 入 日 か らは 1■1道 。 山十まで は ッ青,流 と Jヒ 1山 本多に

囲 まれ た 静寂 な道 。 夜 泣 峠 は伝 説 に よ れ ば 峠 に あ る夜

泣地 蔵 の傍 に あ る松 の樹 皮 を枕 の 下 に入 れ て お くと、

子 供 の夜 泣 きが止 ま る とい われ て ぃ る。

峠 か ら樹 林 の 中の 急 坂 を下 って い く と京福 電 車 の 二 の

瀬駅 。

国閂厄□囲回
<コ ー ス>阪急河原町駅― (バ ス)一出町柳― (叡山電

車 )=二 の瀬駅―貴船 ロー鞍 ,馬 (鞍 ,馬 寺 )一 薬王坂―静

原―江文峠―升 出―野村―寂 光院一 大原=(バ ス)=阪
急河 原 町 駅 (12キ ロ ーー舟交向  4時 間 )

見 どころ 叡 山電 車出町柳 駅 か ら鞍 ,弓 行 に乗 り、二 の

瀬駅 で下 車。鞍 ,馬 川 にかか ってい る小橋 を渡 って流れ

に沿 った街道 を歩 く。貴船 口で貴船 川 と分 かれ、右へ鞍

弓街道 を行 くと右側 に鬼一法眼古 l■Lがあ り、15キ ロで

洛イヒの名刺 ・鞍 馬寺山門前へ 。 ここは源氏物 語 や謡曲

「鞍 ,弓 天狗」などの古曲 、牛若丸 にか らむ伝 記文 学や旧

跡 などによって大衆 に親 しまれて い るのでぜ ひ お参 り

す るとよい。 自然歩道 は古 くか ら大 原越 えと して親 し

まれてい る薬王坂 の急坂 を登 る。

北 山杉 に囲 まれた暗 ぃ小 道 を越す と静寂 な山村・静 原 、

静 原小 学校 を右 に見て、後 白河法皇 が大原へ 御幸 され

た とき、 この道 を通 られた といわれ る歴史 の径 。江文

峠 を越す と、三千院、寂光院で有名 な大 原 の里 は近 い。
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